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べき， ]. R. Powellの TheMexican Pet roleun包Industry1938-1950 (1955 
1) ζの点に関しては次を参照されたい。E.Semo. Histoロamex官 'anaE印刷用iay lucha de 。la5'es，ユ978，p. 132 
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め R. Vernon， The Dilemma of Mexたが，D尻 -elo戸nent.1963， p. 49. 
3) 近年の実証研究により，アジエンダとペオンの詳しい類別がなされてきている。これについて
は次を参照されたい。 Semo，o.悼 c-i.t， p. 70-87 






















年 iバレ 1レ| 年
1901 27 1920 429，150 
1902 110 1921 529，858 
1903 205 1922 499，393 
1904 344 1923 409，823 
1905 688 1924 381，634 
1906 1，375 1925 316，480 
1907 2，753 1926 247，735 
1908 10，746 1927 175，674 
1909 7，436 1928 137，025 
1910 9，956 1929 122，433 
1911 34，392 1930 108，322 
1912 45，241 1931 90，518 
1913 70，400 1932 89，631 
1914 71，877 1933 93，154 
1915 90，167 1934 104，581 
1916 110，078 1935 110.249 
1917 151，488 1936 112，口98
1918 174，871 1937 128，513 
1919 238，557 1938 105，431 
〔出所A.J. B~rmúdez， The Mむ lcan
National Petrol.叫刑 lndustry，1963， 




































5) ]. R. Pow用l，The Mexican Petroleum Industry 1938-1950， 1956， p_ 2.9 
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迫った。 1931年に連邦労働法をかちとった労働者階級は，農民とともに1933年



















































6) L. Meyer， Mexico and the V加由dStates師 theoil CQ叫 mυ町甲.1917-1942， 197.明
p.2世
7) R. Merrill， 0立 and品eM訟'XicanRevolution， 1972， p.25丘
8) シナルキスモ運動は.大戦勃発時2公称 100万人目勢力に達したということである。これにつ
いては次を審照。H.F. Cline， The UniJ:ed晶atesand Mexico， ] 9s:l， p 29:=1 






















































11) 0 イアンニに従って， カノレデナス政権をボピュリスト型権威的国家と呼んでおし Vease， 
O. Ianni， El Estado Ca戸臼lista向 laetoca de Card知as，1977， p.142 









































である'"'。そして， 収用前の石油会社によるアスフアルト販売量が， 1934 
1936年には年平均1，500万キログラムであったのが，1938-1945年には，PEMEX
によって年平均7，3日O万キログラムが販売されるに至ったのであるμ〉。また当








13)， 14)， 15) Ibid.， p.17 

























16) Ibid.， p.176 
17) M. Tanzer， The Po/:itical Eco回 myザ Int，町四帥nalOil and the U.万占rd，町 eloped
αuntァies，1969， p. 29. 
18) Powell， opロft.，p. 176 
19) S. A. Musk. 晶dustrialRf':'[!OZ1.ltwn明 Me:dcn，1954， p. 124. 










1930年 1940竿 1950年 19印年 19日年
総人口 16，553 19，654' 25，791 34，923 
労働力人口 5，358 (100) 6，055 (100) 8，272 (100) 11，332 (100) (1日日)
農林牧畜水産 3，626 (67.7) 3，831 (63.3) 4，824 (58.3) 6，144 (54.2) 
鉱業 51 ( 1.0) 107 ( 1.8) 97 ( 1.2) 142 ( 1.3) ( 1.3) 
製造業 614 (11.5) 640 (10.6) 972 (11.7) 1，556 (13.7) (15.2) 
建設 61 ( 1.1) 106 ( 1.7) 225 ( 2.7) 408 ( 3.6) ( 4.3) 
電力・ガプ、等 17 ( 0.3) 56 ( 0.9) 25 ( 0.3) 41 く0.4) ( 0.4) 
商業 274 ( 5.1) 552 ( 9.1) 684 ( 8.3) 1，075 ( 9.5) (10.3) 
運輸 107 ( 2.0) 149 ( 2.5) 211 ( 2.6) 357 ( 3.1) ( 3.6) 
サピス 399 ( 7.9) 450 ( 7.4) 879 (10.6) 1，527 (13.5) (13.8) 
その他 209 ( 3.9) 16 ( 2.7) 355 ( 4.3) 82 ( 0 η







20) Ibid.. p. 140. 21) Vernon. 0ρ cit.，弘田
22) Tanzer， 0_ゑ cit.，p. 301. 23) Mosk， 0，ρ cit.， p. 157 
24) Vernon， o.ム cit.，p. 91 
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第3表 アメリカ合衆国の対メキシヨ直接投資 〈単位百万ドル〕
鉱 業 230 213 108 121 
公益事業・運輸業 164 148 106 107 
製 造 業 6 8 22 133 
商業・金融業 9 11 23 32 
農 業 59 17 14 3 
石 油 業 2口6 69 5 13 
そ 。 他 8 13 9 6 
合 計 683 479 287 415 


















25)， 26) Powel1. ot. cit_. p. 176 
68 (292) 第 128巻第5.6号
第4表 PEMEXの操業支出 〔単位百万ベソ〉
年
I :t&~ I詩 税|資相|世主|仇|補助金l言十その他ティー
1938 67 42 19 14 142 
1939 94 65 24 50 233 
1940 95 89 32 110 327 
1941 92 79 45 102 11 329 
1942 100 79 31 90 11 310 
1943 104 97 42 95 11 348 
1944 142 96 57 99 11 404 
1945 180 115 58 60 11 424 
1946 226 143 73 100 11 11 563 
1947 241 189 124 110 11 19 694 
1948 225 240 164 245 11 28 944 
1949 297 239 209 283 14 68 1，109 
1950 371 305 312 341 15 89 1，433 
1951 426 324 484 295 17 1口3 1.649 
1952 471 339 353 369 18 114 1，664 
1953 512 353 360 383 24 1口2 1，735 
1954 656 415 6日3 635 38 227 2，653 
1955 800 489 976 693 47 403 3，408 
1956 889 533 1，225 688 49 390 3，775 
1957 1，018 589 1.471 813 59 538 4，487 
1958 1，134 559 1，200 900 66 687 4，547 
計 I 8，169 I 5，378 I 436 







27) A. J. Bermudes. The Mexican National Petrole師 dn品。try.1963， D. 168. 




















































28) 労使抗争の具体的な展開については次官参照されたい。丸谷吉男 rPetrol曲， Me出品口白とメ
キシコ石油産業の発展J.品村清三郎編『ヲテソ・アメリカの石抽k経済J.1970年.
29) Bermudez， ot. cit.， p.40. 30) Powell， op. ciι， p.103 
31) Il剖， p.83.， 















193T年 128，513 1949年 166，856 
1938 105，431 1950 198，418 
1939 117，510 1951 211，803 
1940 120，341 1952 211，142 
1941 117，894 1953 198，445 
1942 95，415 1954 229，181 
1943 96，308 1955 244，919 
1944 104，364 1956 247，704 
1945 119，295 1957 241，825 
1946 134，904 1958 258，256 
1947 154，218 1959 264，090 
1948 159，889 1960 270，626 
〔出所JA J. B町 m剖f'Z，Th.e Mexican 1Vational 
Petro[，時間 lndustry， 1963， p.22-2， Table 
IV-8 
い， 1958年までの試掘油井は 764にのぼり，うも32%が採油可能という成果を












32) Berrn色dez，ot. cit.， p.45 
担 ) 1るid.，p. 217 
33) lb喰王， p. 44 


























35) Powell， ot. cit.， p. 104 36) Ibid.， p. 76 . 
37) Berr凶占出，吋ラー cIt.， p. 66 .38) Powell， ot. ct.， p. 87 


























39) Ibid.， p.94. 40) Bermudez-， o.ρ cit.， p.181 
41) lbid. p.l82 
74 (298) 第128巻第5.6号
第 6表 PEMEX0)総受取高と支出 〈単位 100方ベソ)
lzil操業J悶下イ支tlitl't(c)I 差 額年 ω 但ー) ω(0) 
1938 155 142 8 150 13 5 
1939 234 233 27 260 1 26 
1940 278 327 79 406 - 49 - 128 
1941 298 329 20 349 31 51 
1942 293 310 20 330 - 17 37 
1943 338 348 23 371 - 10 33 
1944 377 404 49 453 27 76 
1945 456 424 117 541 32 85 
1946 581 563 112 675 18 94 
1947 778 694 88 782 84 4 
1948 970 944 173 1，117 26 147 
1949 1，244 1，109 231 1，340 135 96 
1950 1，631 1，433 358 1，791 198 - 160 
1951 1，830 1，649 355 2，004 181 174 
1952 1，901 1，664 373 2，037 237 136 
1953 1，966 1，735 484 2，219 231 - 253 
1954 2，521 2，6ち3 858 3，511 132 - 990 
1955 3，195 3，408 989 4，397 -213 -1，202 
1956 3，648 3，775 902 4，677 -127 -1，029 
1957 3，922 4，487 1，328 5，815 565 1，893 
1958 4，120 4，547 1，501 6，048 427 -1，928 
言十 30，736 I ，31，178 I 442 8，537 


































42) lbid.， p. 185 
76 (300) 第128巻第5・6号
争の水準を示している。
だが，ひとたび固有化が達成きれ，固有石油業がメキシコ資本主義の再生産
過程に組み込まれたならば，単にナジ/ョナリズム一般という視点にとどまって
これを考察することは適当ではない。一貫して資本蓄積の観点に立って考察す
ること，これを欠落させてはL、かなる考察も片手落ちとなるであろう。そして，
ζり観点に立つ時はじめて，石油産業を担う国家資本の資本としての性権，お
よび私的資本とは異なる独自の機能と矛盾も明らかになるりである。本稿は，
こうした課題に迫ろうとしたものであるo そして本稿での考察によって，今日
発展途上国に広〈見られる困家資本主義を観る際に，一つの示唆が得られるも
のと期待している。
(1981年6月9日脱稿]
